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シーズン終盤に
6連勝の快進撃！

　大林組スキー部の岩佐明香選手が、2022年度シー

ズン終盤に6連勝。2023年2月4日の「雪印メグミル

クカツゲンカップ2023ジャンプ大会」から、シーズン

最終戦となる3月18日の「第24回伊藤杯シーズン

ファイナル大倉山ナイタージャンプ大会」まで、約2カ

月間、出場した試合で勝ち続けました。世界一を目指

して挑戦を続ける岩佐選手を、これからも応援してい

きましょう。

東京本店勝どきポンプ場JVで水口大夢主任とともに
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　訓練校ではCADの使い方を初めて学び、階段室の加工帳（型枠加工の

指示書）を作成した際に、加工から組立までの作図を完了できたことが

印象に残っています。体感教育では事故の怖さ、ATKYの重要性が理解

できました。現在は、型枠施工の際に現場の状況に合わせて組立、解体、

転用計画を考え、自分なりの意見が言えるようになりました。さらに

CADを学び、階段室の拾い出しと組立ができるようになるのが目標です。

　訓練校では共通の目的を持った人が全国から集まるので、良い刺激を

受けます。多くの人に積極的に学んでほしいと思います。

井関 代表取締役から
訓練校修了後、仕事への意欲が増し、施工管理の資格を取
得しました。これからは、「安全と高品質」を常に心掛け、
現場の皆さんに信頼してもらえるスーパー職長を目指し
てほしいと思います。

松高工務店　井関通大さん

2020年度型枠コース修了

�表紙撮影は大阪本店3階の社員食堂O-CAFEで
行いました。O-CAFEは、食事だけでなく社内外の打
ち合わせや執務に利用できる場で、本社から出張して
いた私も居心地が良く、営業終了時間まで居座ってし
まいました。� （稲村里奈）

�新入社員の皆さんは入社から1ヵ月がたち、本格的
に社会人生活が始まったことと思います。マスク着用
基準も緩和され、さまざまなところで以前の日常が戻り
つつあります。そんな中、私は今年何に挑戦しようか
と考える毎日です。� （田籠裕子）

�新入社員特集では、486人にアンケートを実施。
「気持ちがアガる1曲」の紹介コーナーに「だよね」と
共感できる曲（懐メロ）を見つけました。一方で全く知
らない曲もチラホラ。せっかくなので新旧全部聞いて、
気持ちアゲてみます。� （山本麻子）

�今年度の新入社員特集は、社内コミュニケーション
を活発にしてほしいという思いから、アンケート設問を
多くしました。�彼らの個性や魅力が皆さんに伝わり、
職場での会話のきっかけになっていたらいいなと思い
ます。� （大西果帆）

次へつなげるため、シーズン終了後は残雪アルペンスキーや
陸上競技で体を強化

あとつぎ支援センターの公式ホームページも開設され、電話やメール以
外の手段も用意されている

　4月3日、当社は協力会社組織の大林組林友会連合

会と共に、協力会社が抱える経営課題の解決と、社員

や若手技能者の確保・育成の支援を目的に、「事業と技

能のあとつぎ支援センター」を開設しました。

　同センターは、林友会加盟会社を対象に相談窓口を

設置し、採用、教育、事業継承、ICT関係などさまざ

まな相談を受け付け、当社が提携する専門コンサルタ

ントと建築・土木両本部長室が連携して対応します。

また、経営者や社員を対象にした各種研修会、eラー

ニングなど教育の機会も提供します。

協力会社の課題解決に
「あとつぎ支援センター」を開設

　4月7日、品川事務所で執行役員会議・支店長会議

が開催されました。

　執行役員会議では、蓮輪社長が2023年度計画の目

標と方針を指示。続いて建築、土木、営業、開発、グ

リーンエネルギーおよび安全の各本部長から、目標と

方針、達成に向けた施策について指示がありました。会

議には国内主要グループ会社の社長も参加。海外グ

ループ会社には、後日録画映像が配信されました。

　その後行われた支店長会議では、社長、各担当役員

と各本支店長が個別に経営施策を討議しました。

2023年度�第1回執行役員会議・
支店長会議を開催

目標、方針を指示する
蓮輪社長。前日には、企
業倫理研修や社外講師
による役員セミナーも
行われた

グループ初！ジャヤ大林が
「多様性ISO」認証を取得

　2月17日、ジャヤ大林は、国際標準化機構（ISO）が

2021年に制定した国際規格「ISO�30415:2021（人

的資源管理―多様性と包摂）」を、大林グループで初め

て取得しました。�

　インドネシアは多民族国家で、発注者から多様性へ

の取り組みを求められる機会が増えたことや、創業50

周年事業で「全ての人が働きやすい職場環境」を目指

した本社リニューアルの実施をきっかけとして、「多様

性ISO」の認証取得に挑戦。社内にD&I推進チームを

立ち上げて取り組みました。

取得までに、外部講師
による社員研修や認証
団体の監査（写真）を
それぞれ複数回受けた

環境経営をうたうには、当社はまだまだ新築工事が多いように
感じる。

ROAD to 環境経営

自分の現場でもすぐに活用できそうだと感じた。

クイズ形式で隙間時間に知識を蓄えるという土木現場の事例に
魅力を感じ、興味深く読んだ。

“しっかりした仕事”のためのヒント

一級建築士の取得に向けて日々励んでいるが、3人のコメントを
読み、取得後も身に付けるべきスキルがたくさんあると感じ、刺
激を受けた。

表紙＆「私と大林組」

奨励資格の取得に興味があるが、なかなか勉強できていないの
で、どのように取り組むべきか参考になった。

デジタルスキルを上げ次のステージへ

ショットカットキーの使い方の紹介が分かりやすかったので、覚
えられるようにコピーを手帳に貼って使っている。

1月号の「脱マウスで時短！」と併せ、熟読して業務に活かして
いる。

TORA no MAKI

難しい施工条件の中、建物を建てるだけでなく、新校舎への引っ
越しまで見据えて工期短縮を実現させたことに、造ることへの
深い思いとこだわりを感じた。
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